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Abstract

The airn of this paper is to show the teaching method of college physical educatiOn in order to

satis″the needs Of lifelong learning society.

As various problems have appeared in technological society which has brOught us the oomfo】 table
way of Hfe,it has been pointed Out that it is time to reconsider our modern way oflife from the global

viewpOint。

merefore,it is signiicant to consider education of all the stages in this cOntext,and lifelong

leaming society has become one of the key concepts in which the idea of the pursuit Of humn

degnity and self・―e対stence is most worthy. College physical education is also to be considered in

relation the idea Of lifelong learning society.

Among va五 〇us teaching mate五 als of physical education,  gymnastics and spor快 〕are expected to
be the best because they d缶 ectly concern the recOgnition of self一 existence althOugh they are
nomany regarded as the useful means in order to strengthen hman body. In the practice of

gymsti(x〕 and spor榛3 the fouovang Viewpoints are especiany to be emphasized:

1。Students shOuld pay more attention to the control of their bodies than to the mere acquisition

of skills and the士related knowledge。

2. Teachers shOdd lay stress On the learning process of the control of students' bodies rather

than the results Of the士lea― g.

3。The facilitation of the process above rather than the mere mtroduction of skills and knowledge

shodd be emphasized.

I.は じめに

近代社会は、科学技術の発展によって人間の生

活を大 きく変革 し限 りない発展を約束 したかに見

えた。 しか し、レイチェル ・カーソンは、その著書

「沈黙の春」
1)で

自らの環境を汚染させなが ら発

展する近代社会の行 く手に大 きな疑間を投げかけ

た。 またローマ ・クラブによる 「成長の限界」
2)

は、人口、食糧生産、工業化、汚染、および再生

不可能な天然資源の消費の 5つ の要素が幾何級数

的に増加 しているデータを克明に示 し、近代社会

の発展に限界があることを指摘 した。これ らの警

告は人類の限 りない発展 という希望が暗礁に乗 り

上げたことを示 した。 しか し、その後 も工業化は

進展 し、さらに多 くの資源が消費され地球規模の

著 しい自然環境の破壊 を進行させて しまった。こ

のことは、資源の大量消費による工業化社会が人

間を幸福にするという構図が破局を迎えたことを

意味するものである。

このような構図の破局は、 これまでの社会にお

ける基本的価値観の変換を引き起 こした。 したが

つて、社会の価値観を伝達する教育の役割にも転

換が必要となつたのである。すなわち、生産と消

費の拡大に価値を置 く教育から、地球環境の保護

や個人の人生の充実に価値を置 く教育へと転換 し

て行 くことが必要となるのである。

教育の目標が工業社会に有益な人材を養成する

ことから、個人の人生を充実させ自己実現を図る

ことと転換されるならば、教育は学齢期のみにな

…
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されるものではな く生涯を通 してなされ るもので

なければならない。 したがつて、今 日の生涯学習

3)とぃぅ概念は社会の価値観の変換 と密接に関連

するものとしてとらえなくてはならない。さらに、

現在問題 となっている大学教育の改革もこのよう

な社会の動向を視野に入れ、生涯学習の概念の中

で考える必要がある。

本論文は、社会の動向か ら生涯学習の必要性お

よびその課題を明かにし、その課題に具体的に取

り組む大学体育の方法を検討するものである。

Ⅱ.生 涯学習社会 と一般教育

ここでは生涯学習社会へ移行する社会的動向を

検討 し、その中か ら見出される大学一般教育の課

題を論 じる
4)。

(1)生涯学習社会の到来

生涯学習社会が提唱される背景には、先に述べ

た時代の転換期 という要因とともに、 自由時間の

増大による人生設計の変化が挙げられ る。平均余

命の伸び と労働時間の短縮は、人生における自由

時間を増大させ
5)、

定年以降の 20年 に及ぶ時間

を含め 21万 時間の自由時間が想定させ る時代を

招来させたのである。このように増大する自由時

間をどのように活用するか ということが これか ら

の社会の課題 となる。

わが国の学校制度は、近代化に必要な人材を多

く輩出するという社会の要請を受けて明治時代に

制定された。そこでの教育内容は工業化社会が必

要 とする科学的な知識 と技術の伝達に重点がおか

れ、実利的側面を重視する傾向が強かつた
6)。

し

か し、 「成長の限界」が指摘するように社会の工

業化による社会の発展に陰 りがさしてきたことと

もに、平均余命の伸びと労働時間の短縮 による自

由時間の増大か ら、教育の目標は工業化社会が要

請する人材を輩出することか ら、個性の尊重を基

盤 とした生活の目的や自己存在の価値を考えるこ

とへ と大きく転換することが迫 られているのであ

る。言い替えれば、教育の目標が 20世 紀の工業

化社会 という人類の歴史の中での特殊な時代に必

要な知識の獲得に傾いてきたことか ら、人類にと
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って普遍的な課題の探求へ と、軌道を修三 vな く

てはな らな くなって きたのであ る。生涯学習|ま、

このような人類の普遍的な課題を追求することを

目的 として展開されるものでな くてはな らなt 。ヽ

このように生涯学習の目標を個人の生活の≡的

や 自己存在の価値 を考えるといつた “自己発見"

にお くとすれば、 これまでのような工業化社会に

役立つための画一的な人材の養成 といつた教育の

構造は大きく変革されな くてはな らない。個人の

生活の目的や 自己存在の価値は他人によつて決め

られ るものではな く、その内容はきわめて多様だ

か らである。

図-1は 、生涯学習社会への教育構造の転換を

示すものである。教育の目的は、工業社会への人

材の供給か ら、民主主義の成熟に向けた個人の存

在意義の確認へ と移行する。これにともない教育

内容も、知識や技術の伝達か ら自己の主体的な関

わ りへ と転換され る。学習者は、知識や技術を覚

えるという学習か ら、思考の展開を中心 とした考

え方の学習へ と学習活動を転換 して行 くことにな

る。一方、指導者の役割は、知識や技術などの情

報を学習者ヘー方的に流すことか ら、思考の展開

を促すことへ と転換される
7)。この指導者の役割

の転換は “teaCher"から “facilitator"と表現

で きる。

社会……道具としての人材    一人一人の確立

学生側………………覚える  考える

図-1 生涯学習社会への教育の転換

大学教育も、以上のような生涯学習社会への転

換 ということを踏 まえて検討されなければならな

い。新 しい設置基準では 「教育課程の編成に当た

っては、大学は、学部等の専攻に係わる専門の学

芸を教授するとともに、幅広 く深い教養及び総合

的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するよう
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適切に配慮 しなければな らない」 と規定 されてい

る。このことは、大学教育が狭い専門分野の知識

や技術の伝達に終わってはならないことを示すも

のである。この基準にある 「幅広 く深い教養」、

「総合的な判断力」、 「豊かな人間性」 というこ

とと、生涯学習社会の課題である “自己発見"は

密接に関連づけて とらえていかなければな らない

ものである。

(2)自由と責任

現代が大きな転換期を迎えているという指摘は、

資源の枯渇や自然の破壊だけに由来するものでは

ない。急激な技術革新が進行する中で人々は科学

技術の推進のみに目を奪われ豊富な物質 と安楽な

生活に陶酔 し人間の尊厳を見失い、その結果、利

潤を生 じるために限 りない生産 と消費の循環 を促

進するという構図を作 り上げ、その構図の中に幸

福感を期待するようになった。 しか し、 この構造

には人間の貪欲さを生み出す作用が内包されてい

るために、人々は欲望を操作されその欲望を満た

すということを繰 り返さなければな らな くなって

いたのである。

フロムは、このような社会構造のなかで、私た

ちが物を 〈持つこと〉によって自己の存在や価値

を確認するという様式に慣れてしまったことを指

摘 し、人々が物質的豊富さを極めた真只中で 「孤

独で、不安で、抑欝的で、依存的で、必死になっ

て節約に努めている時間を一方でつぶ して喜んで

いる」
8)と

述べている。さらにフロムは、 この

〈持つこと〉に執着する考え方は、知識や健康に

対する考え方にも深 く影響を及ぼし、人間らしさ

を損ねる要因となっていると指摘 し、 〈持つこと

(to have)〉に代えて 〈あること(to be)〉に基づ

く人間社会の可能性を追求 している。

(あること〉を基盤とする考え方とは何ものに

も執着やこだわ りを持たず、たえず成長すること

に価値を見いだすことである。それは、固定化 し

た型や態度ではなく、流動的な過程に着目し、他

者と共存し、関心をともにする関係性を重視する

ことである。
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シューマ ッハは、人間が科学技術の開発による

大量生産 と大量消費に没頭 し、再生不可能な自然

資源を使い捨て、 自然を破壊する生産体制を作 っ

て きたと指摘 した
9)。

そ して、そのように して作

られた現代の経済構造が、生産過程での喜びや満

足を見落 としてきたと述べ、人間の尊厳 を見失わ

ない科学技術の開発を探求することが必要である

と主張 している。

デユボスは、人間が環境 との密接な関わ りのな

かに存在 し発展 してきたにもかかわ らず、近代社

会はその人間の本性を省みることを忘れ、その結

果、 自然を破壊 し環境を醜悪なものにして しまっ

たことを指摘 している
1°)。

以上のようなフロム、

シューマ ッハ、デュボス等の指摘は、まさに設置

基準で言う 「豊かな人間性」 とは何か ということ

への問いかけである。彼 らの指摘によれば、人間

は科学技術の発展 という巨大な知的遺産 を “人間

性"を 豊かにするために的確に行使できなかった

のである。

このように、 これ までの科学技術に対する考え

方も転換期を迎えている。 しか し現在必要なこと

は、いたず らに科学技術 を批判することでな く、

その知的遺産を 「豊かな人間性」に結びつける叡

知である。人類は、科学技術の発展 という恩恵を

受け自然を開発 し資源利用を拡大 して 〈持つこと〉

への欲求を満た して きた。 しか し、私たちは自ら

が生 きていると同時に、他の生物や次世代の人々

に対する重大な責任を負つていることを忘れては

な らない。現在、私たちは科学技術を 「豊かな人

間性」のために行使 しているのであろうか。科学

技術の発展の恩恵 として獲得 した自由の行使につ

いて、あるいはその責任について どのように学ん

でいるのだろうか。このような人間性をめ ぐる課

題 こそは、 これか らの大学教育の主要な部分を構

成するものである。

(3)総合する能力

前述のようにフロムは、あらゆるものを 〈持つ

こと〉に執着する現代の人々が知識さえも 〈持つ

こと〉という観念でとらえるようになっていると
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指摘 している
H)。

今 日、学問が一層細分化 と高

度化を進行させる中で、 “幅広い教養"と いうこ

とは どのように解釈 され るであろうか。つま り、

どれだけの分野にわたるどの程度の知識を持つこ

とを要求されているのであろうか。また、 “深い

教養"と は、 どのようなことを意味するのであろ

うか。各大学はこの間に答えを出さなければ、幅

広 く深い教養 という目標は美辞麗句 として掲げ ら

れものにとどまり、形骸化を待つだけのものにな

りかねない。

ベルは、生産な らびにそこで使われ る知識の種

類を機軸 として、社会の推移を前工業化社会、工

業化社会、脱工業化社会に分類 した
12)。

今 日の

社会は、科学的なものの見方を基盤 とした実利的

な知識を重視 して発展 してきた。 しか し、その中

で日常的な知や人間の尊厳を問う知への関心が軽

視 されて きたのである
13)。

社会の機械化 と分業化が進行する中で、人々は

日常の生活までも専門家や機械 に依存するように

なった。このような社会は人々に社会の歯車の一

つなることを要求 し、分業化を促進する専門的な

知 に価値を置 く一方で、日常生活につなが る普遍

的な知の価値を軽視 し、人間を全体 として見つめ

ることを怠 って しまってい る
14)。 「僕は、全体

としての人間だ。僕が全体 としての自己形成をす

るのを助け、僕の潜在能力を発揮させてほ しい」

15)とぃぅ学生の声は、 これを象徴的に物語 つて

いる。

いかに社会の生産体制が変化 しようとも根本的

な人間の営みは変わ らない。話 し、食べ、歌い、

眠 り、喜び、癒 し、死を看取 るという普通の生活

は、社会の歯車 としての役割に関わ らず誰にも共

通することである。本来の豊かさはこの普通の生

活の質の向上を図ることで実現されるものである。

しかし近代化の流れの中ではこのような普遍的な

知を総合する視点は見失われ、それを探求し育成

することへの関心が蔑ろにされてきた感がある。

学問が細分化され、高度な知識が次々と生み出

される今日の社会では、人々は専門的な知識だけ

を身につけることに追われがちである。また、分

徳 山郁 夫ほか

業化が極度に進行 すると、 自分の専門外の幅広い

知識は、活用することのない不要なもの とな りか

ねない。専門的な知識や能力を “図"に 例えると、

その “地"と なるものを普遍的な知 と言うことが

で きる。 “図"の 成立は、 “地"の 形成が基盤 と

なるものである。分業化社会は、人間を全体 とし

て見 ることを軽視 し、人々の生活か ら “地"に 相

当する部分を削除 して しまい、 “地"と しての普

遍的な知を育むための他者 との交流や 自然 との関

わ りを貧 しいものに して しまっている。幅広い知

識、教養 とは、細分化する専門領域の知識を総合

する能力と繋 るものである。 したがつて、 これか

らの教育の課題は、細分化 した専門知識 を総合す

る能力 (総合的判断力)の 開発であ り、専門知識

を支える “地"の 部分 としての 「幅広 く深い教養」

を持つことであると言うことができる。そのため

に、総体 としての自己の存在を問い直 し、人間の

存在の意味を考える教育の展開が必要 とされるの

である。このような教育は大学生 という人生の一

時期にだけ考えるものでな く生涯にわたつて考え

続け られるものである。ここに、生涯学習社会が

提唱されている基盤がある
16)。

(4)暮し ・か らだ 。経験

著者 らは、多様な知を総合することの必要性を

指摘 し、その視点 として 「暮 し」 と 「か らだ」を

挙げた
17)。

総体 としての人間が生 きる時空間を

「暮 し」 とし、総体 としての人間を 「か らだ」 と

表現 し、この 「暮 し」 と 「か らだ」に根 ざした人

間の普遍的な知の育成を一般教育の課題 とするこ

とを提言 している。図-2は 、総体 としての 「か

らだ」の成 り立ちを表すものである。 自らの 「か

らだ」は生物 としてのヒ ト、あるいは個体 という

側面 と、歴史や文化を反映する社会的側面、そ し

て生態系を含めた 自然的側面を総合 して成 り立っ

ている。

このような視点に立って 「か らだ」を育むこと

を考えると、体育の目標はスポーツ技術の修得や

強靭な身体づ くりにとどまるものでな く、 自己を

知 り文化、社会あるいは自然 と主体的な関係を結
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図-2 「か らだ」の成 り立ち

ぶ こととな り、体育活動は 「か らだ」のフイール

ド・ワークであるという視点に到達するのである

18)。
このように 「暮 し」や 「か らだ」を考える

ことは、総合的な視点を持つということにつなが

るものである。

中村は、今 日の人々が科学 というものの見方を

通さずには現実を見ることができに くくなってい

ると指摘 してい る
19)。

科学的なものの見方は、

客観性、普遍性、論理性を基盤に した要素還元的

なものの見方と言える。このような特徴 を持つ科

学的なものの見方は、工業化社会に重視 された知

であつた。

しか し、科学的、要素還元的なものの見方にも

限界があ り、見え難いものがある。中村は科学的

なものの見方が無視 し排除 して きたもの として固

有世界、事物の多義性、身体性をそなえた行為を

挙げている
20)。

私たちの 日常の生活は、主体的

な経験を基盤 とした総合的な知の形成のもとに現

実を見 ることによって営 まれて きたものであ る。

しか し、客観性を重視する科学的なものの見方が

主流を占めるにしたがい、 日常の生活も専門家や

機械に依存する傾向が強 くな り、 自らの身体に根

ざした主体的経験 までも軽視するようになってい

るのである。

科学的なものの見方は客観性 という立場を重視

したものであ り、それは観察者の影響を制御 した

見方である。 しか し、私たちが生 きている現実で
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は、純粋に客観的な立場をとって存在することは

あ り得ない。これに対 して経験を通 したものの見

方は、 自らの身体を通 した主体的な立場か らのも

のの見方となる。

「か らだ」は行動の主体であると同時に自らが

操作する対象 という立場にもなる。また、私たち

は他者の観察の影響を受けなが ら社会的な存在 と

なる。さらに、他者を観察することか ら自らを類

推することもある。このように、 「か らだ」自体

が主体的な関係の中に成 り立っているもの と考え

なければな らない。

この主体的なものの見方を敢えて著者 らは 「経

験」 という言葉で表現 している
21)。 「経験」は、

観察者 という立場 を超え身体を通 して能動的に働

きかけることと、それに伴 って得 られる身体の感

覚への意識の集中を含むものである。

「経験」を通 したものの見方には、それな りの

限界がある。 しか し、人類が受け継いだ科学技術

を責任をもつて自由に行使するには、現実社会に

生 きる 「経験」を基盤 とした主体の確立が求め ら

れ るのである。

このように現実を自己の主体性 との関係におい

て とらえることによって、それぞれの土地に根付

いたもの
22)の

価値が見えて くるのである。また、

それぞれの主体 としての 「か らだ」に見えるもの

を大切にすることで、個性の尊重が可能になるの

である。

大学教育では、専門的知識の伝達だけではなく、

自らの 「経験」か ら主体的に知を形成することを

目指 した教育が展開されな くてはならない。この

意味か ら、 「か らだ」を通 した 「経験」か ら得 る

知の意義は重要である。

Ⅲ.大 学体育の課題

生涯学習社会への移行期に、大学が果たす責務

は大 きい。大学は、生涯学習社会 という要請に応

える豊富な知的、人的、物理的資源を備えた拠点

であるという点で注 目され る。 しか し、それだけ

でな く、大学 自体が社会の変化 を的確にとらえ、

新 しい知のあ り方、人類の進むべ き方向への リー

「か らだ」
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ダーシップを発揮できるよう、その教育内容を再

編成 しな くてはな らない。

国立教育研究所の調査は、余暇の過 ごし方とし

て健康、スポーツ、趣味 というものへの志向が多

いことを報告 している
23)。

しか し、私たち体育

の指導者は、多 くの人々がこれ らの活動へ志向 し

ていることに満足せず、スポーツ活動を通 して自

己の確認や自己発見が果たせる体育のあ り方を検

討 しなければな らない。

このような役害Jを想定する中で、大学体育の課

題を検討する。

(1)体育指導の転換

ここでは生涯学習概念の導入による教育の転換

に沿つた、体育教育の再編成について述べ る。

体育は、従来か ら “人間形成"を 目標 に掲げこ

れに取 り組んできた。 しか し、必ず しもスポーツ

を行 うことによってこの目標が達成され るもので

ない。すなわちスポーツのルールを紹介 した り身

体を動かすだけでは “人間形成"と いう目標が安

易に達成さるものではない。この “人間形成"と

いう目標を達成するには、スポーツとの関わ り方

が明 らかにされなければな らない。

スポーツ技術の上達や現代的な意味での健康増

進や身体の強化は、必ずしも人類の恒久的な課題

ではな く、近代文明のもとに生 している特殊な現

象 と見ることもで きる。著者 らは、このような視

点に立ち体育の目標を 「自己発見」 とし、 自らの

身体感覚を通 して 自らに出会 う活動 としての体育

の方法論を検討 し新たな大学体育の展望を提唱 し

てきた
24)。

生涯学習の課題は、特殊な知識や技術 を身につ

けることに重点が置かれているのではな く、人類

の普遍的な価値を探求することである。 この課題

を達成するうえで、 自己発見を目標 とした身体活

動は重要な役割を担 うと考えられる。

一般教育 として展開される体育教育の課題はス

ポーツ技術の習得 にとどまるものではない。その

課題は人類の恒久的な問いかけに沿つて、人間 ら

しさを求め自らの探求を行 うことである。著者 ら

徳 山郁 夫ほか

は、このような立場か ら大学体育の目的 として “

自らの 「か らだ」を知 る"こ とを挙げいわゆるス

ポーツ技術の習得 とは異なる目標を設定 してきた。

体育の具体的な目標を転換することにともない。

指導者は学習者の視点を、伝達される知識や技術

を習得することか ら、 自らの 「か らだ」の成立ち

を理解することへ と転換 させなければな らない。

すなわち、学習者は身体運動を通 して、1)「か ら

だ」を知 る、2)「か らだ」で知 る、3)「か らだ」

で考 え る、4)「か らだ」で表現す る、5)暮 しに

「か らだ」を取 り戻す、 という課題 と取 り組みな

が ら自己と出会 うのである
25)。

また、身体運動に伴 う感覚やその現象の考察を

時間経過に沿つて整理することもできる。身体運

動に伴 う時間経過に着 目して 「か らだ」を経験す

る課題 としては次の視点が想定される。

a.器 官を強化する過程

スポーツなどの身体運動は、身体に一過性の変

化をもた らす一方で、継続的な身体運動は身体に

順化を生 じさせる。加齢に伴 う身体の発達や衰退

の過程 を観察の対象 とすることか ら、 自己存在に

おける動物 としての側面が認識できるのである。

b.技 の習得 。習熟の過程

各スポーツ特有の技術や戦術の習得 ・習熟の過

程は、私たちが 「か らだJの 使い方を学び環境に

適応する過程そのものである。新 しい運動課題に

能動的に取 り組み 「か らだ」の使い方を学び、繰

り返すことによって動作を熟練させる過程は、学

ぶ ことによつて開かれる様々な可能性を認識させ

るものである。

c.技 や体力の発揮の過程

体力や技は、常に同一の条件下で発揮 されるも

のではな く、異なるさまざまな状況下で発揮され

ることが要求され るものである。その時々の状況

を判断する能力が求め られた り、逼迫 した緊張の

もとで獲得 した体力 と技の発揮にベス トを尽 くす

ことが求め られるものである。この新 しい状況ヘ

の対応の過程は、それまでの習得過程を確信させ
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り、新たな学習課題を確認することにつながる過

程である。この過程をよ りよく経験することによ

って人々は新 しい課題に積極的に取 り組み、よ り

奥行 きのある自己に出会 う可能性が開かれ るので

ある。

d。 「か らだ」による交流の過程

「か らだ」は、その生理的な変化や身振 りや他

者との問合いの取 り方などの方法で、意志や情緒

や体調を表現 している。このような非言語的な表

現を含む交流の過程を学ぶ ことは、 自己の存在を

確認する上で重要な役割を果たすものである。ま

た、 「か らだ」は、 自らの直接的な観察のみでは

知 り得ない側面を備えている。 したがって 「か ら

だ」による他者 との交流は、他者を見 ることによ

つて自己を類推 し、他者の目に投影され る姿か ら

改めて 自己を省みた り、他者への働 きかけとこれ

に対する応答か ら自己を確認することなどを可能

にする重要な役割を担 うものであ る
26)。

私たち

は、スポーツ場面か らスポーツの技術を学ぶだけ

ではな く、スポーッという場面の中で、協同する

味方や敵対する相手 との関係を通 して自己を学ぶ

多 くの可能性を持 っているのである。

生活目標や自己存在の確認は、自らの 「か らだ」

を知 り、主体的な 「か らだ」を取 り戻すことによ

つて可能 となる。私たちが現実社会で生 きて行 く

ということは、 自己というミクロコスモスが宇宙

というマクロコスモスに働 きかけ、その関わ りを

主体的に処理するということである。体育教育の

目標は、 自己の感覚をマクロコスモスとの関わ り

についての思考に十分に活かすことので きる 「か

らだ」を育成すること、すなわち主体的な情報処

理の能力を育成することである
27)。

体育指導の課題を人類恒久の課題である自己存

在の確認へ と転換 し自己発見を求めることとする

と、その答えは常に身近な 「か らだ」の中にある

のである。 しか し一方で、 「か らだ」についての

広範な考察を身体的な情報のみで展開 しようとす

ることには限界があるとともに、その課題の奥行

千葉体育学研 究 ,18,1-10,1994

きは深 く安易に答えの得 られるものでないことも

確かである。 「か らだ」についてさまざまな視点

か ら問いかけがなされよ り深い考察が促 されなけ

れば、課題達成は浅薄なままにとどまって しまう

可能性が大 きいことが考えられ る。そこで、言語

的な情報による配布資料などを通 じて課題意識を

喚起 し、 「か らだ」のさまざまな側面についての

考察に身体的な情報がよりよく反映され ることを

促進する工夫も必要 となる。

以上のように 「か らだ」を通 した知の側面に着

目したとき、スポーツという教材が生涯学習に展

開する大 きな可能性 に期待がかけられ る。また、

このように人類の恒久的な課題へのアプローチと

して再編されてこそスポーツ文化 と言えるもので

ある。

(2)制度的な課題

生涯学習社会への移行期に大学は、知の拠点 と

して重要な役割を発揮 しなければならない。研究

・教育の資源を十分に備えている大学が社会の要

請に応えて行 くことは大学の重要な責務の一つで

ある。

大学は、学習 という概念に対する社会の変化に

対応 して、多様な年齢層の受講に応えられるよう、

そ して繰 り返 し学んでも新鮮に感 じられ るよう奥

行 きのある多様な授業内容への再編を行 うことが

課題 となる。 しか しそのような授業内容の再編 と

ともに、社会の変化に対応できるような制度への

変革を進めなければならない。

公開講座の積極的な開催によって大学を公開 し

て行 くことはもちろんのことであるが、そのほか

にも 18歳 人口の低下、高齢化社会の到来、 自由

時間の増加などに伴 う大学の就学年齢の変化や修

学方法の多様化が想定される。 したがつて、授業

開設の方法、修学方法などについて検討を行い、

制度的な整備を行 うべ きである。授業の開設につ

いては市民への公開講座だけではな く、正規の学

生用の授業 を科 目等履修生へ公開す ることか ら、

夜間開設あるいは要請のある団体等への出向授業

まで、あ らゆる可能性を検討すべ きである。
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徳 山郁 夫ほか

また、体育については、大学に既存する体育施

設を有効に活用するという意味か らも重要な役害J

を果たすことが期待されるが、更衣室、シヤワー

設備などの付帯施設の充実、ケガや事故に対する

補償に関する制度の検討が必要になる。

Ⅳ.総  括

社会における価値基準の転換にともない、教育

への期待も大きく転換されることは論を待たない。

これに自由時間の増大、あるいは高齢化社会の到

来 という状況は、教育機関の果たすべ き役害Jの転

換を余儀な くさせる。すなわち、労働のための適

性を獲得するために学ぶ という姿勢か ら、 自己の

人生 目的や自己の存在を学ぶ ことへ と教育の目的

が転換 される。

この教育の転換 こそは、教育を本来の姿に修正

するものであ り、その内容は普遍的な人間の尊厳

に関わるものが展開されなければな らない。この

ような教育の姿勢 に立ちかえ り、 この課題を達成

するために 「自己発見 としての体育」 という視点

か ら体育の役割 と課題を再編成することを急がな

ければならない。また、多様化する学習者の要請

に備え大学における教育制度を、これに応えられ

るように見直 しを図 らなければならない。
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講談社(ブルーハ
゛
ックス)、1972

6。デュボス,R。 「人間であるために」紀伊國屋

千葉体育学研 究 ,18,1-10,1994

書店、1970

7.エンデ,M。 「モモ」岩波書店、1976

8.フアイアーベ ン ト,P.K.「 知 とは何か三つ

の対話」新曜社、1993

9。フロム,E.「 生 きるということ」紀伊國屋書

店、1977

10。廣川洋一 「ギ リシャ人の教育教養 とは何か」

岩波新書、1990

H。市川浩 「精神 としての身体」勁草書房、1975

12.イリイチ,I。 「生 きる思想」藤原書店、1991

13.加藤尚武 「環境倫理学のすすめ」丸善ライフ
゛
ラリ

ー、 1990

14。国立教育研究所生涯学習研究部編 「生涯学習

化社会の現状」国立教育研究所、1993

15。子安美知子 「ミユンヘンの小学生」中公新書、

1975

16.松田義幸 「現代余暇の社会学」誠文堂新光社、

1981

17.松岡信之、徳山郁夫 「一般教育 としての体育

一情報処理能力を視点 として」一般教育学会

誌、第 11巻 、第 2号 、p,H8-120、1989

18。松岡信之、徳山郁夫 「体育における一般教育」

一般教育学会誌、第 14巻 、第 2号 、p,72-75、

1992

19。中村雄二郎 「臨床の知 とは何か」岩波新書、

1992

20。ポラニー,M.「 暗黙知の次元」紀伊國屋書店、

1980

21.シユーマ ッハ,EoF.「 人間復興の経済(スモール

・イス ・゙ヒ
゛
ューティフル)」佑学社、1973

22.メドウズ,DoH.ほ か 「成長の限界」 (ローマ・ク

ラフ
゛「人類の危機」レホ

°
―卜)夕

゛
イヤモンド社、1972

23。ソロー,H.D。 「森の生活(ウオールテ
゛
ン)」講談社

学術文庫、1991

23。ピーパー,」.「余暇 と祝祭」講談社学術文庫、

1988

24.ツイアビ演説集 「パパラギ」立風書房、1981

25.徳山郁夫、松岡信之 「ボデイ ・センサーによ

るフイール ド。ワークとしての体育」千葉体

育学研究、第 12号 、p,51-56、1989

- 9 -



徳 山郁 夫ほか

26.徳山郁夫、松岡信之 「一般教育 としての体育     転換  一環境教育 とか らだの見直 しの必要性

の展望 ―暮 しの中の 『か らだ学』の提唱―」    一」千葉大学教養部研究報告 B-26,p,279-

千葉体育学研究、第 14号 、p,63-75、1991    284、 1993

27.徳山郁夫、松岡信之 「体育における一般教育   29.ウ ォー ド,B.&デ ユボス,R。 「かけがえのな

一経験知の位置づけ一」千葉大学教養部研究     い地球」 日本総合出版機構、1972

報告 B-25、 p,259-265、1992

28。徳山郁夫、松岡信之 「一般教育に求め られ る          (平 成 5年 12月 10日 受付)

- 1 0 -


